
鱚褥輻瘍 第3回国連防災世界会議
バブリックフォーラム

∪N wOnd cOnference on
Disostter Risk Reduc‖ on
2015 Sendoi」 opon

男女共同参画と災書リスク削減

講演者

堂 本 暁 子 佃本、JWNDRD

シエリル・アンダーソン味国、ハワイ大学)

鳥議尋ぶ首
欧ノーザンブリア大→

鮎 ЪへR FRIINDSHIP FUND
――― カタール フレンド基金―――

http://www qatarfr endsh pfund Org/



■ブ軍‐グラ

■第2部 (15:00～ 15:45)

………………………パブリックフォーラムの趣旨
災害に強い (レジリエントな)社会を実現するためには、意思決定の場に女性が参画し、女性がリーダーとして防

災に関与できるよう、トレーニングを実施することが重要です。このフォーラムでは、国際的に通用するトレーニ

ングプログラムの実現のため、専門家をお招きし、議論を深めます。また、東日本大震災の被災三県からは、現

地での取り組み事例を紹介していただきます。最後に、会場の皆さんからの意見を集約し、提言をまとめ、国連

に提出します。

■鵬湾1書『 (13115へ44:50)

【基調提案】女性の力で変革を～3.11から4年 今、提案したいこと
堂本暁子 (男女共同参画と災害・復興ネットワーク代表)

【事例発表】災害に負けない地域の力、私たちの力

【基調講演】安全でレジリエントな地域社会をめざして

◆トレーニング計画～その内容と実践～
シェリル・アンダーソン(ハワイ大学)

◆ジェンダー視点に立った評価指標の構築
モリーン・フォーダム(ノーザンブリア大学)

コメンテーター:池田恵子 (静岡大学)

【リレートーグ】これからの私たちにできること
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女性の生涯学習。キャリア形成支援。次世代育成。子育て支援など

男女共同参画社会の形成に貢献する事業を行つています。E― maili saigal.gender@gmall.com ∪RL:http://jwndrr.org/
丁EL&FAX 03-6435-6355 FAX:043-239-7501

2011年3月 11日の東日本大震災をきっかけに、私たちは全国各地の
女性団体や個人と連携し、国内の復興や防災に関する法整備に対し、男

女共同参画の視点から提言活動を続けてきました。その結果、復興基本

法制定や災害対策基本法改正などに関して、いくつかの提言が盛り込ま

れました。国際的には第3回国連防災世界会議(WCDRRⅢ )で策定され
る新たな国際行動枠組に男女共同参画の視点が盛り込まれ、女性が意

思決定の場に参画できるよう提言活動を続けてきました。また女性が防

災・災害。復興に向けてリーダーとして活躍できるようトレーニングプロ

グラムの構築を進めています。
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旧堤防に若者が思いを描いたペイント(2014年 8月仙台市沿岸部にて)


